
長岡市立高等総合支援学校 清掃・クリーニング班シラバス 

 

I. 作業学習について 

１ ねらい（目標） 

   より実際の産業現場に近い形の実践的な学習を通して、卒業後の職業生活に必要な心構えや働く力、

実践的な態度を身に付ける。 

＜作 業 ８ ヶ 条＞ 

○ 時間を 守る 

○ 身だしなみを 整える 

○ あいさつ・返事を はっきりする 

○ 話を よく聞き、正しく行動する 

○ 作業に 集中する 

○ 準備 ・ 後片付けをする 

○ できた時に 報告をする 

○ わからない時に 質問をする 

 

 

２ 学習内容 

(１) 育てたい力 

①働く意欲 

②仕事に対する態度・心構え（時間を守る、挨拶・返事、身だしなみ） 

③作業の技術（丁寧に仕事をする、道具を安全に扱う） 

 

(２) 作業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業班編成 

作業種【通称】 内容 

委託 【工房たくみ】 
紐切り  電線向き  紙バッグ作成 

金具  ペットボトルキャップ分別他 

リサイクル 【ピュアリサイクル】 
缶つぶし  プルタブ・シールはがし ペットボトルつぶし 

キャップ・ラベルはがし マグネット作り 



自主製品製作 【和～なごみ】 
さをり織り  刺し子  毛糸ほぐし 

ミシン くるみボタン 小物作り 

農工 【つっち～ず】 
野菜作り（大根他）  畑の管理 

メモ帳作り 

食品加工 【ハッピーキッチン】 
クッキー作り 

ラッピング  

清掃・クリーニング 【SmileCleaning】 
掃除（ビルクリーニング） 

洗濯  乾燥  アイロンがけ  たたみ 

事務 【office fine】 
ビジネスマナー研修、データ入力 

印刷  綴じ 製本  はんこ押し  テプラ他 

接客・介護 【サービスこころ】 

介護に関する実技や学習（整容、清掃、車いすなど） 

接客マナー講習 

接客実習  商品管理（りらん実習） 

 

 

４ 評価方法 

○ 長期目標から各学期ごとに短期目標を設定する。 

○ 評価は、授業の様子をもとに個別の指導計画に記載する。 

 

５ 単元題材配列一覧表 

別紙 

 

 

II.清掃・クリーニング班指導計画 

１ ねらい（目標） 

○ ビルクリーニングや洋服のクリーニング作業をとおして、次の力を身に付ける。 

① お客様の喜ぶ姿を想いながら仕事に取り組む力 

② 仲間と協力しながら仕事に取り組む 

③ マニュアルに従って仕事に取り組む力 

 

２ 年間指導計画 

学期 月 ねらい 活動内容 備考 
前期 ４ 

５ 

○個人目標を設定する。 

 

 

 

○清掃作業について理解する 

○清掃道具の種類や特徴を知り、い

ろいろな清掃の仕方を学ぶ 

・タオルの使い方 

 

 

 

 

 

 

○生徒自身が将来的に必要な力をリストアッ

プする。その中で、作業学習を通して身につ

けたい力を、取り組む姿勢と技術について目

標を決める。 

○清掃に関する注意事項や心得を学ぶ 

○清掃作業の基本を学ぶ 

○タオルの折り方と絞り方を学ぶ 

○タオルによる拭き方を学ぶ 

 

○押し掃き 押さえ掃き 床掃きの要領 

○ほうきの持ち方、毛先の使い方等 

○しぼり方や角の拭き方、平面の拭き方 

 

 

 

 

○外部講師 

○外部講師 

 

○外部講師 

 

・自在ほうきの使い方 

・チリトリの使い方 

・モップの使い方 



 

 ６ ・基礎練習 

（自在ぼうき、モップ、ダスタークロス、掃除機） 

○外部講師を招いて、使い方と、上達具合を確

認していただく 
○外部講師 

 

７ 
・基礎練習 
（自在ぼうき、モップ、ダスタークロス、掃除機） 
検定受検者は受検種目練習 

 

 

 

 

 

○技能検定は２・３年生（原則全員参加）１年

生は校内で検定を行う 

○アビリンピックは代表生徒が参加する 

（希望者の中から選抜する） 

 

○外部講師 

 

８ ・アビリンピック練習 （夏季休業中）  

９ ○トイレと洗面所の清掃の仕方を

学ぶ 

〇掃除機の使い方を学ぶ 

〇ポリッシャーの使い方を学ぶ 

○トイレや洗面所の清掃法を学び、校舎内のト

イレや洗面所の清掃を行う 

○掃除機の使い方と留意点を学ぶ 

〇ポリッシャーの使い方と留意点を学ぶ 

 

○外部講師 

 

後期 １０ 

 

 

 

 

・教室、玄関等清掃（実践） 

 

 

○前期の個人目標の反省と 

後期の目標の設定 

○今まで練習した自在ほうき、モップ、ダスタ

ークロスなどを使って、実践的な清掃を行

う。 

○生徒間で相互評価を行う 

後期の目標を設定する 

 

１１ ○清掃作業の基本をチームでの教

室清掃を通して身に付ける 

 

○今まで練習した自在ほうき、モップ、ダスタ

ークロスなどを使って、教室の実践的な清掃

を行う。 

○ビルクリーニング検定の練習を行う。 

 （参加者は希望を確認した上で教師と 

相談して決定する。） 

○外部講師 

 

 

１２  

 

 

○ビルクリーニング検定 

 

 

 

○ビルクリーニング検定の練習を行う。 

○外部講師 

 

１ ○クリーニングについて理解する 

○アイロンの使い方を学ぶ 

○仕立ての仕方を学ぶ 

○クリーニングをする上での注意事項や心得

を学ぶ 

○アイロンの使い方や機能について学ぶ 

○たたみ方を学ぶ 

○外部講師 

 

 

２ 

３ 

○クリーニングの技能を体験しな

がら身に付ける 

 

○後期の個人目標の反省 

○給食エプロンやタオル、シーツ、各作業班の

洗濯物などをクリーニングし、仕立てを行う 

○生徒間で相互評価を行う 

○外部講師 

 

 

※ 自己理解を深め、コミュニケーション力を身につけるための話合い活動の時間を設定する。原則として、

外部での作業学習に行かない木曜日の午後に行う。 

・清掃技能検定練習 

・アビリンピック練習 

・ビルクリーニング検定練習 

・ビルクリーニング検定練習 


